
ギャラリートーク
8/2001回目11:00～
2回目14:00～

本！瓦目立修お・1j1{if英氏が会場内を廻りながら
作品のはどころで宇を解説します

※ （＇約の必'!.l.iはございません
人！l,l料が必'!.l.iです



葛飾北斎は、広重、歌磨、写楽などと並び、

江戸時代後期に活躍した浮世絵の巨匠

です。日本人ならば誰もが必ず自にした

ことのある赤富士、浪富士は、現代に於い

ても絶対的な評価と人気を博しており、

その地位は揺らぐととはありません。北斎

は、波欄万丈な約90年の生涯で、30数

回の改号、93同ものヲ｜っ越し、常に借金

に追われる生活の中で、膨大な数の作品

を世に遣しました。そして、その作品は、

「冨獄三十六景」に代表されるような、大

胆な構図を巧みな線と、北斎色ともいえ

る象徴的な色使いで仕上げており、独創

的な画風は、多くの絵師たちに大いなる

影響を与えたのです。

また、北斎は海外でも知名度が高く、輸出

用陶器の包み紙に使われた『北斎漫画』

に衝撃を受けたフランス人銅版画家・ブ

ラックモン等、美術家仲間から徐々に、

「浮世絵＝北斎」という評価が定着した

と云われています。そして、これがきっか

けで、ジャポニスム・ブームが巻き起こり、

北斎の名は瞬く聞にヨーロッパで、大評判

となりました。

本展は、葛飾北斎の代表作「冨獄三十六

景」をはじめ、「忠臣蔵」「東海道五十三次

」といったシリーズもの、役者絵、妖怪絵、

北斎漫画のほか、西洋の技術である銅版

画に感銘を受けたことにより生まれた洋

風画などの作品を通し、なぜ北斎が高く

評価されたのかを、様々な角度から検証

し、葛飾北斎の人気の秘密に迫ります。

風流

江戸百日の出

く表面〉冨獄三十六景 甲州石斑沢、常州牛堀、東都浅草本願寺、神奈川沖浪裏（部分）

葛飾北斎＜KATS酬 KAHOKUSAI> 
宝暦10年～嘉永2年（1760～1849)

中応姓、幼名時太郎、のち鉄蔵。勝川春主主に入

門、春朗と号したが、寛政中ごろ破門されたの

ち30余り改名し、90回余りも転屑を繰り返した

という。三代堤等琳、住吉広行など諸派の両業

を学び、江漢にも私淑した。文化期の洋風版画

は特筆される。宿物、肉筆画に優品が多く、『椿

説弓張月』など読本帰絵にも力を注いだ。『冨

獄三十六反』『;It斎漫画Jは代表作。広重とi¥P.ぶ

風景画の巨匠。

）信永2年90歳まで旺盛なエネルギーで、精力

的に活躍、赤貧をとおし作画ニ昧に暮れた。


